
第 1 回定期観察会（野崎の春を探そう！） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

堂山古墳近辺 講師を囲んで 

 

 

日時：2023 年（令和 5 年）4 月 28 日（金）晴れ 

集合時間・場所：JR 野崎駅 10：00 集合 

参加者：21 名（欠席 3 名） 講師：田代貢氏 

行程：JR 野崎駅⇒専応寺⇒慈眼寺（野崎観音）⇒堂山古

墳群⇒歴史民族資料館 15：10 解散 

作成者：石川正樹 



JR 野崎駅 開会の挨拶 10：00 

 

まずはアヤメから 

 

アヤメの網目模様：蜜標（虫に蜜のありかをしらせ

る） 

 

ヒラドツツジの赤い模様：蜜標 

 

 

 

 

 

 

観音浜の由来 

 

 

ドウダンツツジの花はハナバチ以外の者を排除する

方向に進化 

 

 

 

 

 

 



ナガミヒナゲシ 

 

蒴果 熟すると種が飛び散る 

 

ヤブガラシ 葉とつるの出かた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

慈眼寺（野崎観音） 

 

 

 

 



クマバチと格闘 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日入科！ 

ようこそインタープリテーション科へ 

新入科員歓迎 鋤園肇さん 科員は 24 名へ 

 

ギンヨウアカシア 

葉っぱは軸に対し水平に出る。複葉も同じ 

 

 

フィボナッチ数列 

どの数字も前の 2 つの足した数字 

1，1，2，3，5，8，13 … 

 

自然の中に、この数列は潜んでいるようです。 

〇花びらの枚数 

〇葉の配列（葉序、開度） 

1/2 1/3 2/5 3/8 5/13 

 

 

危ない！先生だいじょうぶですか！ 

 

ヤエムグラの葉は何枚？ 

 



オオバヤシャブシ 花・果実の付き方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歴史民俗資料館前で解散 

お疲れさまでした。 

 

 

 

 

 

 


